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児童がプラネタリウムの 

                       解説員になった 1 日 
平川尚毅（横浜国立大学大学院理工学府）、中野英之（桐蔭横浜大学）、 
塚本胡美（世田谷区立八幡中学校）、岩﨑秀幸（元伊達市立大石小学校） 

 
1. はじめに 

 児童一人ひとりがプラネタリウムの番組を

つくり、解説員の体験をすることができたら

どれだけ素晴らしいことだろう。主体的な体

験活動を通して児童が天文に関する知識・理

解を深めることができるに違いない。 

 塚本らは、40 人クラスの学習者全員が、教

室でこうした活動を行うことができるプラネ

タリウム教材“アマテラス”を開発した[1]。

“アマテラス”は組み立て式のプラスチック

ダンボール製のハーフドームと小型のプラス

チック製の恒星球からなり、１セットを 4 人

程度の学習者で使用する。恒星球は 4 等星以

上の恒星と 1 等星以上の恒星の色、天の川を

ハーフドームに投影することができ、回転盤

の上に恒星球を載せて使用することにより、

東西南北方向の星空をハーフドームに投影す

ることができる（図 1）。 

 
図 1 アマテラスを使用している様子 

 

 ドームにハーフドームを採用することで教

室内に 10 セット程度を設置することが可能

になるとともに、指導する教員も机間指導を

行いやすくなるというメリットがある。 

 これまで、筆者らは大学生や現職教員を対 

象にしたアマテラスを用いた教育実践を行っ

てきた[1][2]。大学生を対象とした実践では、

番組や解説書つくり、解説員を行うという一

連の流れを体験させることができた。現職教

員を対象とした実践では、予め配布した解説

書をもとに受講生が解説を行った。大学生か

らはアクティブラーニング的な実践形態が好

評で、天文分野の理解が深まったという多く

の声が寄せられた。現職教員を対象にした実

践では天文分野が苦手で解説員体験をするこ

とにしり込みする受講生もみられたが、解説

員を交互に行いながら実際に手を動かして観

賞する活動は効果的という感想が寄せられた。

これまでのところ反応は概ね好評であった。

本稿は小学校におけるアマテラスを用いた授

業実践について報告する。 

 

2. 小学校における教育実践 

 2018 年 9 月 7 日に、福島県伊達市立大石

小学校 4 年生の児童 5 名を対象に、“アマテ

ラス”を用いた授業実践を行った。実践は 1・

2 時間目の 2 コマを使用して行った。 

 実践の流れを表 1 に示す。簡単な自己紹介

と、本日の目標「プラネタリウムの解説員に

なる」を伝え授業に入った。 

 まず初めに、黒板を使って星の動き方・方

角の確認を行った。南の空、東の空、西の空、

北の空を図示し、各図の左右方向を確認した。

“アマテラス”は恒星球を回転盤の上に載せ

て任意の方角の星空をハーフドームに投影す

るため、方位の確認を行うことが非常に重要

であり、黒板上で説明するだけでなく、教室 
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図 2 黒板で星の動きの説明 

 
図 3 “アマテラス”の操作方法の説明 

 

全体も使って十分に行った。 

 次に、黒板上に南の空、東の空、西の空、

北の空を図示し、そこに星座の図（星座カー

ド）を重ね、星の動きを確認した（図 2）。 

 その後に、“アマテラス”を使って、具体的

な星の動き方を確認する。さそり座を例に挙

げ、“アマテラス”の使い方（方角の合わせ方、

日周運動、方角と高度、星の色と明るさ）に

ついて説明を行うとともに、児童が実際に恒

星球を操作して黒板で確かめた星の動きを確

認した（図 3）。 

 休憩をはさみ後半には 5 枚のテーマカード

（図 4）をそれぞれ児童に割り当て自分のテ

ーマについて調べる活動を行った。テーマに

ついては、Ａ：冬の大三角、Ｂ：春の大三角、

Ｃ：夏の大三角、Ｄ：北極星を見つける、Ｅ

秋の四辺形の 5 テーマを選んだ。調べ学習に

使用する教材は、実践校の図書館にあった天

文関係の書籍や理科実験室にあった星座早見

を使用した。これらの資料は予め理科実験室

に用意しておいた。テーマごとに調べるポイ

ントとして 3 つの課題を挙げた。調べるべき

表 1 授業の流れ 
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ポイントを示した課題 2 つと興味のある内容

を自由に記述する課題 1 つである。調べるべ

き課題には、およそ教科書レベルの知識を抑

えるという意図がある。自由記述の課題には、

児童の主体性やオリジナリティを引き出す意

図がある。特に自由記述の課題については、

何を記述するべきか分からなくなる場合があ

るため、問いの中にも例えばこんなことを調

べてみようという足場架けをかっこ付けで与

えた。調べた内容はテーマカードの裏面にま

とめるように指導した。書籍や星座早見の使

い方など、調べた内容のまとめを行う時には

調べ学習に伴う児童の躓きが予想された。本

実践は著者の平川と中野がチームティーチン

グ（TT）で授業を行ったが、2 名の大学生の

ティーチングアシスタント（TA）も補助に加

わることで、児童の躓きを十分にサポートで

きるようにした（図 5）。 

 
図 4 使用した 5 枚のテーマカード 

 
図 5 調べ学習の様子 

 

 調べ学習が終わった後、“アマテラス”を用

いて調べた内容を発表する解説員体験を行っ

た（図 6）。解説員体験は 5 名の児童が 1 セッ

トの“アマテラス”を用いて順番に行う形で

進めた。恒星球を回転させる際に実際の星の

動き方に注意して回転させるよう指示し、解

説したい星空が投影された状態で、発表者に

は現在どの方角を向いているのかを言わせる

ようにした。また、発表者にはレーザーポイ

ンターを持たせ、今説明している天体を指し

示しながら発表させることで、本物のプラネ

タリウム解説者さながらに、明確な発表がで

きるようこだわった。解説員体験の終了後、

今回の授業のまとめを行い授業を終了した。 

 
図 6 解説員体験の様子 

 

3. 実践の結果と考察 

 調べ学習でまとめたことをプラネタリウム
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の解説員として発表することは始めての経験

で、難易度の高い活動であったと思う。調べ

学習で児童がまとめた内容の概略を図 7 に示

した。授業担当者からのコメントも合わせて

記した。いずれの児童についても、調べるべ

きとした課題については必要なポイントを押

さえて、回答できていた。図などを用いてわ

かりやすくまとめている児童が多く見られ、

プラネタリウム解説時の星座探しに役立てて

いた。書籍を用いた調べ学習では、図鑑や天

文に関する専門書を用意したため、調べたい

内容がどこに記載されているのか探すのに苦

労する児童がみられた。そこで、TT 形式や

TA の協力を生かし、索引を有効に活用する

指導や個別具体的な支援を加えて行った。こ

れによりどの児童も天文関係の書籍を有効に

活用して、必要な情報にたどり着くことがで

きたといえる。自由記述の課題については児

童による差が生まれた。記述していた児童に

ついてはいずれも神話などではなく、個々の

天体がもつ物理的な特徴について挙げていた。

例えば記述中には「全天一明るい」や「太陽

に  にて 6000℃」、「9 とうせいの小さなばんせ

いが…」、「1424 光年の…」、「5000 倍もの明

るさ」などといった、身近には感じられない

ような天体の特徴が注目され、取り上げられ

ていた。これについては使う参考書の記載内

容に依存する可能性もさることながら、こう

いった特徴こそ天体を学習するうえで児童が

心惹かれ着目するポイントであることも考え

られる。“アマテラス”では天体の位置変化 

（季節による変化、一日の変化）だけではな

く、実視等級に基づく天体の明るさやその色

についても恒星球によって表現されているた

め、児童の関心に根ざした解説員体験を可能

にできると言える。 

 解説員体験では、児童が担当テーマの星空

を見つけ出す部分で苦労を生じた。その結果、

児童が投影したいと考える星空や方向を授業

者が合わせることになった。この点は授業者

側が解説員体験の前に、十分な児童たちのリ

ハーサル時間を確保できなかったことによる。

塚本らはアマテラス作製の目的について、天

文に関する知識・理解を深めることを挙げて

いる。このためには児童たちが調べた内容を

定着し、発信できる状態になるまでのリハー

サル時間が必要不可欠である。本実践におい

て、児童たちにどの程度知識が定着したかに

ついて調査を行うことはできなかったが、“ア

マテラス”による発表活動を通した授業展開

において、十分な時間の余裕は必ず必要であ

るといえる。 

図 7 調べ学習の内容と授業担当者からのコメント 
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 授業後に児童から、「秋の四辺形のことがた

くさん分かりました。」「星のことがすごく分

かりました。みなさんの説明がわかりやすか

ったです。」「プラネタリウムでいろいろな星

や星座が分かりました。大三角のこともいっ

ぱい知れました。」「理科室でミニプラネタリ

ウムを見ながら説明をしたのが楽しかったで

す。」「星の名前や色が分かりました。」といっ

た感想が寄せられた。“アマテラス”の操作が

難しく感じられた場面も見られたが、児童は

楽しみながら活動できたようだ。“アマテラ

ス”の授業展開では学習者が個々に調べ学習

を行い、工夫しながら各々の番組を完成させ

る点で、学習者の関心に根ざした主体性を引

き出すことができる。またそれを他の学習者

に発信して共有することを目的に置くことで、

自然と知識や理解を定着させる過程がもたら

される。このように“アマテラス”を用いた

活動では、学習者それぞれがそれぞれに天体

の面白さに踏み入って、自然と学習を身につ

けていくことができる可能性を秘めているの

ではないかと考える。

4. おわりに

今回の実践では、2 時間の中で完結するも

のであったため、児童が自在に“アマテラス”

を操作できるようになるための十分なリハー

サルの時間を設けることができなかった点が

残念であった。この点が今後に向けての大き

な改善事項であるが、今後も学校現場の協力

も得て実践を積み上げ、言葉で人に伝える面

白さを一人でも多くの児童に体験して欲しい

と思う。

5. 謝 辞

元伊達市立大石小学校校長の梅原広先生に

は教育実践の機会をいただいた。また、京都
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